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今年度は、4/8の始業 8/5(水)・6(木)、５年生
式、4/10の入学式以降も は背振少年自然の家で宿泊
１ヶ月以上の臨時休校が 学習を行いました。天気に
続き、分散登校を経て、 も恵まれ、みんな元気に自
5/14に学校が再開された 然体験ビンゴやキャンプフ
という異例の１学期のス ァイヤー、野外炊飯など、
タートでした。学校では 日頃学校や家で味わえない活動を満喫することが
その後も新型コロナ感染 できました。当日の施設利用は麓小学校だけでし

予防対策が講じられ、多くの行事について活動内容 たので、他団体の人との接触がなく、子供たちの
の縮減や延期、中止の決断をしなければいけない状 部屋も12人部屋を4～5人で広々と使うことができ
況が続いています。いろんなことができなくなって たので安心でした。相変わらずマスク着用や手洗
しまっている子供たちの残念な気持ちはどれほどの い消毒を心掛けながらではありましたが、子供た
ものか。それを考えると、何とももどかしい思いが ちは「楽しかった！」「もう一泊したい！」と言
募ります。 いながら
ただ、私たちの救いとなったのは、そんな状況の ２日間の

中でも、子供たちが毎日たくさんの笑顔を見せてく 活動を振
れたことです。中止ばかりでがっかりすることが多 り返って
い１学期だったと思いますが、子供たちはコロナ禍 いまし
以前と変わりなく、常に素直で落ち着いた表情を見 た。
せ、明るく元気に学校生活を送ってくれました。そ
れが麓っ子の素晴らしいところだと感じています。
改めて「学校は自分たちで楽しさをつくり出してい 7/27(月)から8/7(金)
くところ」だということを子供たちに気付かせても までは水泳大会週間で
らった思いです。 した。各学年で開催日
明日からは、夏休みとなります。今年は１７日間 が設定され、梅雨明け

と期間がたいへん短いですが、それでもやっぱり夏 の青空のもと、プール
休み。新型コロナ感染予防対策を心掛け、交通事故 では子供たちの歓声が
や水の事故にも遭わず、元気に過ごしてほしいと願 響きました。例年は、
っています。今日の終業式の中で、子供たちへのお 保護者の皆様にもたく
願いを１つだけしました。それは「自分や友達の心 さん応援に来ていただいていたのですが、今年は
と命を大切にしましょう」ということです。「ちょ 感染予防の関係で、子供たちだけでのイベントと
っとくらいいいだろう」という自分のことしか考え なりました。それでもどの学年も、よい記録を出
ないわがままな気持ちが、真面目に頑張っている人 そうと一生懸命に泳ぐ姿や、友達の頑張りに拍手
に迷惑をかけてしまいます。それは、自分を大切に や声援を送る姿をたくさん見ることができ、それ
していないことでもあり、友達のことも大切にして ぞれに思い出に残る水泳大会になったようです。
いないことになります。自 たくさんの子供たちが、「プールができてよかっ
分と友達を大切にすること たー！」と笑顔いっぱいでした。
は、命を大切にすることと
同じことです。そんな話を
しました。 先週、６年２組の教
２学期始業式の日に、ま 科「日本語」の授業で

た麓っ子が元気に登校して 行われた句会に招待さ
くる姿を心待ちにしていま れました。
す。 一人ずつ、自分が作

ったお気に入りの俳句
を前で披露してくれま
したが、みんななかな

8/18(火)、19(水)は、予定ど か秀作ばかり。季語もしっかり押さえていました
おり個人懇談を実施いたしま し、今の季節(梅雨や夏)の風景や家族団らんの様
す。今年は、家庭訪問や授業参 子などを十七文字の中にうまくまとめ、表現でき
観がなかったので、保護者の皆 ていました。友達の作品を聞く側の子供たちも、
様と直接お会いしてお話ができ 一つ一つの作品に頷いたり、「お～！」と声をあ
るたいへん貴重な機会だと考え げたりしながら、俳句に込められた意味や思いを

ております。短い時間ではありますが、ご出席の程 味わっていました。その柔らかい学級の雰囲気が
よろしくお願いいたします。 とても心地よく感じたひとときでもありました。

よろしくお願いいたします個人懇談
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自然満喫「宿泊学習」(５年生)１学期が終わりました
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教科「日本語」は、やっぱり楽し

水泳大会週間


